
第２部 世界のさまざまな地域   第２章 世界の諸地域  第１節 アジア州 

４ 最も近い隣国、韓国 

○日本と関りが深い韓国の文化 

（ 大韓民国（韓国）★★★）  首都：ソウル 

近年、日本と韓国の文化の交流が盛ん 

韓国語は（ ハングル ）という独自の文字を使用 

祖先や年長者を大切にする（ 儒教★★★）の影響が見られる 

 

○輸出に力を入れて発展した工業 

1950年代：朝鮮戦争による国土の荒廃 

 

1960年代：日本など外国資金と技術の援助を受けて工業化 

→造船や製鉄などの重工業に力を入れ、「漢
ハン

江
ガン

の奇跡」とよばれる経済発展 

→国内の需要
じ ゅ よ う

には限界があり、輸出に重点を置く 

 

1990年代後半：アジア諸国の経済の混乱の影響から、経済危機に陥る 

→技術革新に速やかに対応し、情報通信技術（ICT）関連産業を育成 

＜韓国の輸出先と輸出品目の変化＞ 

1980年 181億ドル  2018年 6048億ドル 

輸出先 輸出品目  輸出先 輸出品目 

アメリカ 26.0％ 衣類 16.3％  中国 26.8％ 機械類 43.6％ 

日本 16.8 機械類 13.3  アメリカ 12.1 自動車 10.0 

サウジアラビア 5.3 繊維品 12.2  ベトナム 8.0 石油製品 7.4 

西ドイツ 4.9 鉄鋼 9.1  ホンコン 7.6 プラスチック類 5.1 

ホンコン 4.7 船舶 6.8  日本 5.0 鉄鋼 4.6 

その他 42.3 その他 42.3  その他 40.5 その他 29.3 

 

○ソウルへの一極集中とその課題 

経済の発展による変化：農村から都市へ人々が移動 

→ソウル周辺に総人口の半分ほどが暮らす 

 

ソウルで人口と政治や経済の（ 一極集中 ）が進む 

→ソウルと地方との間に、就業の機会や収入などの格差が生じる 

 

ソウル周辺の土地や住宅価格の上昇、交通の混雑などの問題 

 


